
（法第28条第1項関係「前事業年度の事業報告書」）

１．事業の成果

２．事業の実施に関する事項
（１）特定非営利活動に係る事業

事業名 具体的な事業内容 実施日時 実施場所 従事予定者数
受益対象者の
範囲及び人数

支出額
（千円）

ホームページの更新 通年 不特定多数

会報誌の発行 SNSで随時発信
地域住民
５５００世帯

健康の保持増進運動に
関する事業

体力測定会の実施
2回／年
（5月25日・11月19日） 市体育館 ６名

地域住民
５０名

0

指導者の資質向上に
関する事業

研修会への参加
先進地への視察

コロナの影響で中
止

各所 ４名 0

加盟団体活動のバック
アップ

随時 市内 ５名
会員
３４０名

運動用具の整備 随時 クラブハウス ５名
会員等
１，０００名

ウォークラリー大会の実
施

1回／年
（6月6日）

市内 ２０名
地域住民
８０名

農産品の紹介 6月・7月・8月 各所 ４名
総合型スポーツク
ラブ関係者
10クラブ

尾花沢市運動公園
施設管理業務

通年
尾花沢市
運動公園

８名
施設利用者
４０，０００名

尾花沢市スポーツ振興
事業

通年 各所 ４名
スポーツ少年団

３１５名

健康福祉事業 通年 市内 ５名
地域住民
３００名

体力向上･スキー教室
開催事業

通年
市内小学校
他

４名
市内小学生
４５０名

商工観光事業 通年
花笠高原ス
キー場ほか

２０名
施設利用者
１５，０００名

スポーツ教室の開催 通年 尾花沢市内 ５０名
会員
４６０名

スノーフェスタの開催
1回／冬季
（コロナ拡大のため中
止）

尾花沢市
運動公園

２０名
地域住民
１００名

（2）その他の活動に係る事業

事業名 具体的な事業内容 実施日時 実施場所 従事予定者数

受益対象者の
範囲及び
予定人数

支出額
（千円）

なし 0

令和３年度の事業報告書

令和3年4月1日から令和4年3月31日まで

　令和３年度は、前年度に引き続きコロナの影響があったものの、完全に休館や事業停止ということではなく、コロ
ナ禍でうまく事業を進めていく年となった。その中でも感染者数の増加時期には、事業停止もあったが、概ね計画
通り進められた。
　また、雪に関する事業については、徳良湖スノーランドが不落札となり他社の活動となり残念ではあったが、２年
目を迎えた花笠高原スキー場の管理運営については、年末からの十分な積雪もあり、さらには昨年度の反省を生
かし、少しづつではあるものの安定した管理ができるようになった。
　会員登録数は、コロナ前の状況には回復する流れはできていないが、１年を通してやってきた地域の皆さんが安
全で安心して利用できる施設や活動を続けることで回復を期待したい。

スポーツの普及
及び会員の拡大に
関する事業

クラブハウス １０名 508

NPO法人尾花沢総合スポーツクラブ

スポーツ環境の整備に
つながる事業

832

スポーツ教室・大会
及び施設管理等に
関する受託事業

57,833

スポーツイベント･
スポーツ教室及び
講演会等の開催

1,677

地域コミュニティの
活性化につながる事業

85


